


 

大水害をもたらした台風12号の影響で，湾全域において

塩分低下が顕著となった。湾口部のSt.Dでは，観測デー

タが揃う1993年以降において，2ｍ層塩分としては最低と

なる27.4（9月12日観測時）を記録した。この低塩分傾向

は9月末まで継続した。1～2月には前述した黒潮系暖水の

波及の影響で高め基調に転じた。 

底層（B-1m層）塩分は年間を通じて概ね平年値並で推

移した（図3）。その一方で，夏季（6～8月）には，数回

にわたって短期的に塩分濃度が大きく上昇した。これら

は前述の外洋水底層浸入に起因した現象と考えられる。 

 

3) 溶存酸素量 

図4にSt.A，St.C，St.Dにおける底層（B-1m層）溶存酸

素量の平年偏差の推移を示した。夏季における底層の溶

存酸素量は，全域で平年値より高めで推移し，顕著な貧

酸素水塊の発生はみられなかった。湾奥部のSt.Aにおい

ても，2mg/Lを下回ったのは9月下旬の一時期のみにとど

まった。夏季において底層の塩分濃度が急上昇したタイ

ミング（＝外洋水が底層浸入したタイミング）と同調し

て，底層溶存酸素量も急増する現象がみられたことから，

外洋水の底層浸入が貧酸素化の進行を抑制した可能性が

示唆される。 

 

4) プランクトン出現状況 

(1) 英虞湾内における赤潮発生状況 

英虞湾における平成23年の赤潮発生件数は計4件で，前

年（計7件）より減少した。それぞれの赤潮の概要は以下

の通りであった。 

①8月29日に湾奥部の大明神前でヘテロカプサ・サーキ

ュラリスカーマによる赤潮を確認。その後，分布域

は湾中央部～湾奥部一帯に拡大した。最高細胞数は

3,192 cells/ml。10月7日には急減し，10月末には消滅

した。 

②10月14日に湾奥部立石浦でプロロセントラム・デン

タータム（Prorocentrum dentatum）による赤潮を確

認。最高細胞数は35,000 cells/ml。漁業被害はなかっ

た。 

③10月17日に湾奥部の立石浦でヘテロシグマ・アカシ

オ（Heterosigma akashiwo）による赤潮を確認。最

高細胞数は13,300 cells/ml。漁業被害はなかった。 

④11月21日に湾奥部の塩屋地先でカレニア・ミキモト

イ（Karenia mikimotoi）による赤潮が確認され，12

月7日まで継続。最高細胞数は1,170 cells/ml。漁業被

害はなかった。 

 

 (2) ヘテロカプサ・サーキュラリスカーマ  

三重県において，本種は100 cells/ml以上の出現を赤潮

として取り扱っている。平成23年の本種による赤潮発生

件数は1件にとどまったものの，平成8年以来，15年ぶり

となる漁業被害が発生した。この赤潮によって約220万個

のアコヤガイがへい死した。今期は前年より約1ヶ月以上

遅い8月29日に湾奥部で初めて赤潮を形成した。9月前半

は湾奥部を中心に1,000 cells/ml以上の密度で推移し，特

に9月7日には今期最高となる3,192 cells/mlまで増加した。

その後は徐々に減少し，10月6日には100 cells/ml未満にな

った。 

英虞湾における本種の出現は，例年6～7月に始まり，8

月に本格化することが多い。しかし，今期は8月中旬に初

めて出現し，例年より大幅に遅れた。その原因は何なの

か。本年は前述したように6～8月に外洋水が頻繁に底層

浸入した。これによって湾内の底層域に栄養塩が供給さ

れ，それを利用して珪藻類が増殖した。結果的にヘテロ

カプサ・サーキュラリスカーマの増殖が抑制されること

となり，本種の発生が遅れたものと推察される。その後，

8月下旬に珪藻類が減少すると，入れ替わってヘテロカプ

サ・サーキュラリスカーマが増殖しはじめた。増殖が活

発化した9月上旬には台風12号の通過が重なった。これに

よって，中～底層に分布していた本種が表層に持ち上げ

られ，主分布層がアコヤガイの垂下水深と重なった。さ

らに，台風の時化による攪乱で分布域が拡大し，被害が

広がったものと推察される。 

 

(3) 珪藻 

外洋系水の底層浸入が顕著であった6～8月にかけて，

中～底層域（5m層以深）を中心にスケレトネマ属

（Skeletonema spp.）やキートセロス属（Chaetoceros spp.）

が比較的高密度で出現した。これらは8月後半には減少し

た。一方，9月上旬に通過した台風12号の降雨の後には一

時的に珪藻類が増加したが，顕著な赤潮を形成するまで

には至らなかった。総じて，年間を通し珪藻類の出現密

度は低水準に推移した。 

 

2. プランクトン速報の発行 

プランクトン速報では，例年同様，水温，塩分，溶存

酸素量，ヘテロカプサや珪藻等の出現状況を掲載した。

本年度は計 52 回発行した。 

 

関連報文  

志摩市・三重県水産研究所（2012）：平成 23 年度英虞

湾汚染対策調査報告書 

 



 

図3．各測点における塩分平年偏差の推移

（平年値：1993～2011年までの19年間平均値）
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図図22．各測点における水温平年偏差の推移

（平年値：1993～2011年までの19年間平均値）
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図図4．各測点の底層（B-1m層）における溶存酸素量平年偏差の推移

（平年値：1993～2011年までの19年間平均値）
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